
3

1．はじめに
近年，多くの文化財収蔵展示施設が，文化財

IPMの考え方で生物被害対策を行うようになっ
てきた。こうしたIPM実践館の中には，地震等
の自然災害への防災・減災対策にも積極的に取り
組んでいる館が少なくない。また，現実に大規模
自然災害の被災館からは，日頃のIPM活動が減
災や復旧に活かされたという報告もある。

ここでは，文化財分野における災害への備えと
生物被害対策としての文化財IPMが，相互に深
く関わっていることを示す事例をとおして，災害
への備えに活かされるIPM実践の有用性につい
て考えたい。

2．IPM実践館における防災・減災対策
東海地域では，近未来の南海トラフ地震を想

定した具体的な防災・減災対策に取り組むIPM
実践館が多い。防災・減災対策と鑑賞環境の整備
や生物被害対策としての文化財IPMをそれぞれ
個々別々に行うのではなく，一体的な危機管理と
して実施することが目指されているといえよう

（村田 2019）。ここでは，そうした館の一つであ
る愛知県美術館（以下「愛知県美」）の事例を紹介
したい。

愛知県美は，名古屋市の中心部の大型複合文
化施設内に位置する。同館は，ビル全体で取り組
む年1回の大規模な防災訓練に加えて，年に複数
回，災害を想定したシミュレーションミーティン
グ（以下「SM」）やブラインドトレーニング等に
よる防災に関するイメージトレーニングを実施し
ている。（写真1～3）

発災時には「何が起き，何をしなければなら
ないか」という発災後のマニュアルは当然のこ
とであるが，同館ではこれとは別に，発災前

写真1　防災訓練 （愛知県美術館）

写真2　観察者の役割 （愛知県美術館）

写真3　シミュレーションミーティング （愛知県美術館）
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に，学芸員は「何をどこまでしておけるか？」と
いうことがSMの主題であった。つまり，発災の
際に資料への心配をいかに減らすことができる
か，慌てないためには「何がしておけるか？」と
いうことである。発災時には，来館者誘導に専念
できるように，慌てて展示室や収蔵庫の点検確認
をしないでよいように，「ふだんからしておくこ
と」が洗い出され，その積み重ねが，結果として
資料の減災対策につながっていったという。

特に収蔵庫における資料の落下防止対策や引
き出しの滑り出し防止等については，IPM実践
に欠かせない空気還流や目視点検可能等を考慮し
つつ，簡単で苦にならない・忘れずに行える等の
観点から協議を重ねた手法を採用している（写真
4，5）。こうした「ふだんからしておくこと」は，
IPM活動の基本である資料点検，整理整頓，清
浄度維持，施設設備点検等による日常管理の一環
と考えられる。

2011年の東日本大震災を受けて，こうした考
えはさらに深まり，SMの主題は，劇場・コンサー
トホール・美術館・貸しギャラリー等が集合する
大型ビルに集う人々の安全な避難が中心となっ
た。それぞれの施設で働くスタッフは自分の持ち
場以外では迷子同然になるため，日頃から非常
口，避難経路の実際の確認がなければ，発災時の
来館者誘導はできないからである。

同館の防災訓練やSMは，学芸員が輪番制で担
当者となり年度ごとに内容を計画する。この防災
担当を経験することで初めて，大型建物全体を理
解することができるようになるという。防災訓
練やSM参加者はそれぞれ役割を持ち，「観察者」
役のスタッフは，各人の行動を観察し訓練後の反
省会で検討材料を提供する。SMと防災訓練をと
おして明らかになった課題の解決と長年の蓄積
が，博物館と博物館資料の防災・減災つまり災害
への備えにつながっていることがわかる。

文化財分野における防災・減災対策として何よ
りも重要なことは，博物館資料を守ると同時に，
訪れる人々働く人々のいのちが守られることであ
る。同館では，有事の際には人を守ることにすば
やく対応できるよう，「ふだんからしておくこと」
の徹底が災害への備えの第1歩であるともいえる

のではないだろうか。

3．IPM実践館の被災と復旧
大規模自然災害に遭遇したIPM実践館におい

て，日頃のIPM活動が予期せずして，減災や復
旧に活かされた報告事例を紹介したい。

熊本市現代美術館（以下「熊本現美」）は，平成
28年4月，2回の震度7が続いた熊本地震により

写真4　 収蔵庫における晒布による落下防止 （愛知県美
術館）

写真5　 伸縮物干し竿を利用したマップケースの滑り出し
防止 （愛知県美術館）
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被災した。（写真6～8）館内全体に被害が認めら
れ空調機も停止した。震災前の日常的なIPM活
動が被害の軽減やその後の復旧に活かされたこと
が，同館の総務担当者から以下のように3点にま
とめられ報告されている（杉谷2018）。
⑴　IPMメンテナンスなど

収蔵庫全体の大がかりなIPMメンテナンス（環
境調査に基づく整理整頓清浄度維持作業）を地震
直前に実施していた（写真9）。メンテナンスに
より大量の床置き作品が庫内の空気還流を考慮し
た配置で再整理されていた結果，風の通り道が生
まれていた。空調停止後の庫内空気停滞による影
響を軽減すると共に，風の通り道が人の通路とな
り，復旧作業を安全に進めることができた。

また，庫内の壁や床の付着菌調査結果では，カ
ビの発生がないことが確認されていたので，空調
停止による環境変化の影響についての心配が軽減
された。

⑵　アナログ温湿度計による日常管理
建物管理会社による温湿度自動計測記録は，被

災による空調機故障と同時に停止した。しかし，
収蔵庫と展示室では，IPM活動の一環として日
ごろから毛髪式自記記録計が置かれており，震災
に関わらず作動していた。作品が置かれた場所に
ついては，空調停止後についても，温湿度の変化
を連続した実測値で追うことが可能だった。

狭い空間の収蔵庫前室では，空調停止による温
湿度の上昇の大きさに，直ぐに気づくことができ
たことにより，カビ害の危険なども予測され，今

写真9　収蔵庫IPMメンテナンス （熊本市現代美術館）

写真6　図書の落下 （熊本市現代美術館）

写真7　 展示用吊り金具の変形による落下 （熊本市
現代美術館）

写真8　 収蔵庫壁に立てかけた箱の崩れ （熊本市現
代美術館）
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後の注意の必要性などを早めに把握できた。
⑶　作品借用館との信頼関係

作品自体のコンデションについては，日常の
IPM活動によりその保存環境を把握し，借用館
へ報告してきたが，被災後も直ちに館の現況を伝
え，特に作品の保存環境については，密に連絡を
行い情報共有に努め，より一層の信頼関係を結ぶ
ことができた。

また，同館の学芸担当者からは，「やってて
良かった！ ミュージアムIPM」という言葉と共
に，被災と復旧への対応が報告されている（冨
澤2017，2019）。日頃のIPM活動の積み重ね
が，被災直後の不安感を「安心感」に変え（冨澤
2017），IPMの活動や考え方が作品及び復旧作
業にあたる人の安全確保に有効に働いた（冨澤
2018）と記されている。

ところで，同館では，上記の報告者である総務
担当者が，日頃からIPM活動を来館者サービス
の一環として捉え，学芸担当者と共に，作品にも
人にも優しく快適な館環境の維持管理に努めてき
ている。職務分担に関わらず，日頃からのIPM
実践が被害の軽減や復旧作業に具体的に活かされ
ると共に，被災後の不安の中，復旧へ向けた対応
や気持ちの支えにもなったことがわかる。

IPM活動は，学芸分野だけで行えるものでは
なく，総務系職員との協力による全館体制が必要
である。熊本現美のIPMの取組が，自ずと災害
への備えとなっていたことの理由の一つは，日頃
のIPM活動のおかげで，災害時対応に必要な体
制づくりができていた，という点にあるとも言え
るのではないだろうか。

4．災害への備えと文化財IPM
来るべき大規模地震に備える愛知県美と，予期

せぬ大規模地震に遭遇した熊本現美の事例を紹介
した。前者では，日頃のIPM活動に基づく点検
や落下防止対策等「ふだんからしておくこと」の
徹底と，その上に成り立つ速やかな来館者避難誘
導訓練により，災害への備えを進めていることが
示された。後者では，「やってて良かった！」に
表されるように，日頃の様々なIPM活動が，結
果として災害への備えにもなっていた，という事

実が示されている。
前者のように，IPM実践館が，防災・減災対

策へ積極的に取組むことが可能なのは，なぜなの
だろうか。また，後者のように，日頃のIPM活
動が被災時の様々に活かされるのは，なぜなのだ
ろうか。

文化財IPMの考え方やその実践によりもたら
される事象をあらためて考えると，災害への備え
と文化財IPMの関わりが見えてくる。

文化財IPMは，虫菌害発生の回避や軽減に努
める考え方である。虫菌害の発生は，「温湿度・
光・空気汚染・移動や輸送・自然災害等」文化財
へ影響を与える劣化要因のほとんどに関係してい
る。IPMは，それらの要因のすべてを管理しな
ければならない。そのため，IPMを積極的に実
践する館では，文化財に影響を与えるこれらの要
因を含めた総合的な危機管理に取り組む素地がで
きる。さらに，IPMの実践は，日常管理を無理
なく継続することが基本であり，作業の実施や情
報共有がスムーズに行われる体制づくりも行われ
る。災害への備えについても，そうしたIPMの
体制が核になり，より積極的な取り組みが可能に
なると考えられる。

IPM実践館の日常活動が，被災時に役立つの
はなぜだろうか。IPMによる継続した日常管理
とは，常に必要な情報を提供・共有し，異常や変
化の早期発見早期対処による適切な維持管理を行
うことである。こうした日頃の活動による成果
は，被災時にも，有効に活かされる側面を持つ。
平時には意識していない，いわば副産物のような
有用性でもある。

IPM実践館が，災害について，積極的に備え
ることができたり，自然に備えができていたりす
るのは，以上にみてきたとおり，IPM活動がも
たらす「日常管理の成果」と「体制づくりの成果」
によるものと考えられる。この二つの成果につい
ては，以下のように整理できる。
⑴　日常管理の成果

①  整理整頓・清浄度維持・資料点検・施設
設備点検

  　→平時：適切な維持管理
  　→ 被災時：被害の軽減や被害状況の速
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やかな把握
②  温湿度記録や環境検査結果の蓄積
  　→平時：適切な維持管理
  　→ 被災前の履歴・状況と被災後の変化

の把握
③   ①②により，資料や環境の状態とその対

応についての判断が可能
  　→当面の方針がたてられる。
④   ③により，資料に対する「不安」な気持ち

が「安心」へ変る。
⑵　体制づくりの成果

①  作業の実施や事実の情報共有による体制
  　→「安心」の意義が共有される
  　→共有が「共感」をよぶ
②  ①の「安心」と「共感」は，復旧へのモチ

ベーションに繋がる

5．おわりに
IPM実践館では，日常管理の継続と確かな記

録及び館内の体制確立により，日常の様々な変化
に対応している。そのことが，意識せずに，大規
模災害時においては災害の備えの第1歩となる。
事実と状況の確かな把握や共有は，何にも代えが
たい安心感に繋がり，災害への備えの基礎となる
からである。

一般に，「災害への備え」は，危機管理・防災
計画に始まり，施設設備の整備・避難訓練・防災
グッズの準備等が徹底される。昨今は，どのよう
な施設でもそれらのマニュアル整備が徹底され，
訓練も定期的に実施されている。こうした「災害
への備え」は，全館的な体制があればより有効に
役立つであろう。

今後は，災害への備えをより確かなものとする
ためにも，IPMがいわば副産物として生み出す
有用性を，むしろ一石二鳥の目的的な有用性と捉
え直し，さらに積極的に活用したいものである。
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